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※ Great Experiences for the Host Families(pg 2～ 3)

※ Sister City Signing Ceremony Party&KIFA's10th Anniversary Party(pg 4～ 5)
※ F`arewell Kamagaya″ from]Ⅵr.Burke(pg 6)
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鎌ケ谷市.ワ カタネ (N. Z)
年記念合KIFA設 立10周 同祝賀パーティー

姉妹都市提携調印式

初めての者物にこぼれる笑

Happy high schooi students in kirnonos.

The Mayor of Whakatane
was pleased to see his
wife in traditional 」apa―
nese costume.

調印式の後に行われたパー

ティーでは、リラックスした

雰囲気の中、談笑したり舞台

や展示コーナーを楽しむ両市

民の姿が見られました。特に

着物ショーや着付けコーナー

はワカタネからのお客様に、

とても喜ばれていました。

(関連記事P4～ 5)

The Guests From N.Z.Ettoyed
Traditional Japanese Costume

After the ceremony, the guests enioyed watching the various perforlnances
and talking、vith each other in a relaxed atlnosphere.The guests from
Ⅵπhakatane had a great experience putting on beautiful killnonos.(See page 4-5)
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Glreat Expreriences for the Host Fallnilies
ホストファ

姉妹都市提携調印式の為、来鎌したワカタネ市長と市

民40名 が、一般家庭にホームスティし、温かい交流の輪

が広がった。

市の広報紙でホストファミリーを募集したのは 7月 、

25名 の応募を頂いた。先方からメンバー表が届いたのは

11月 で、 しかも二人一組でスティ希望、相方の調整に深

夜迄神経を使った。それでも、説明会を開くと再び検討

事項が出て、又変更という具合だったがボランティアの

為のボランティアと自分に言い聞かせ、大任を終えた。

両市民が初めて対面した時の顔と、別れる日の顔の違い

が印象的だつた。全員が素晴らしい交流をしたんだと、
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ミリー体験記

The Mavor and Citizens of Whakatane District visited
Kamagava and staved with Japanese falllilies in the
city, in order to attelld the Sister City Signing
Ceremonvo  We asked for families to host them in the
city paper last July and 25 people applied.   In
Novelllber we received the list of the members coming,
however, I was up to midnight arranging the homestays
based o■  certain preferences such as to stav in a
couple.  However as soon as the meeting for this plan
began some other problems arose and l had to alter the
plan.  I finished llly job, saving to myself that l was

a volunteer for volunteers.  It was very impressive to
see the different reactions on their faces between the
first day and the last dav of their sta■   As you can
see I'm sure all of thelll had a great whale of a time_

(Sumiko lshizekl)
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1 ァミリーをお引き受けしました。

つたベアが ｀ミッチー
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と名付けられ、夫妻とともにお |

嫁入 りしました。英語をしゃべるようになっているかわ |
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っています。                    1
生活を共にしたのは、短期間でしたが、心が通じ合え 1
ば人間皆同じという感じを再確認しました。彼らが市を 1

離れられる時は、涙のお別れ |

になりました。       1
今回のホストファミリーの キ

体験で、国際交流のささやか
I

なお手伝いが出来ましたこと 十

をうれしくおもいます。   |
最後にご報告したいことは

1
国際交流から逆に地域交流が 1

生まれたことです。同じホス |
トファミリーをなさったご近所の林さん夫妻 (16年住ん |

でいながら、今までお互いに全然知りませんでした。)と キ
今回をきっかけに交流のはじまったことが何よりの喜び
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Presentation of folk costumes

Chorus singing"Kirari Kamagaya" and others

1997角Fll月

ワカタネとの姉妹都市提携の調印式と、K]

民体育館で、盛大に行われました。

ワカタネからは、代表団、文化グループら41

両国歌演奏から始まり、両市長による署名、市

記念品の交換の後、祝賀パーティーとなりま l

小中学生による合唱や演奏、マオ リパフオー

トラクションが次々華やかに繰り広げられま l

びなどを紹介する日本文化体験コーナーや、上

れ、大人気。KIFA紹 介コーナーも参加者 |
このパーテイーのプロデュースを担当した I

前から会合を開き、厳しい討議を重ね、このラ

く評価されてよいでしょう。活躍したKIF/
にご苦労様でした。

特に印象に残ったのは、ニュージーランドラ

の水準の高さは参加者を圧倒し、国際交流のF

我がKIFA会 員も、一層の語学の研鑽にF

On Nov. 16th 1997, after the Sister City Sigl
a party was held to comme■ orate both the Sistel
party at the City Gyttnasium was a great succes,

school student culture group frott Whakatane anl
party.  First both of the national anthems werl
and exchanged by the mayors. Addresses were al
and a toast was giveno  As entertainment there
Kamagava, a Maori performance by students from
There were corners introducing lapanese cultur
also with booths from various countries with f
also made.
To organize this big event and make it succe
皿eetings and rigorous discussions for more tha
This remarkable service by the members of KIFA
be greatly appreciated.
And especially in his address New Zealand AШ
speaking in fluent Japanese.  Ⅱe set a good ex
We, the members of KIFA, are encouraged to 70r
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Foreign booths
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FAの 10周年記念を兼ねた、合同祝賀会が、市

民、鎌ケ谷市からは、約1200人の市民が列席し、

定書の交換で正式調印が整い、両市長の挨拶、

た。

マンス、笑福踊り、歌唱等、盛 りだくさんのア

た。また、会場には、餅つき、蕎麦打ち、帯結

芸品、食品などを並べた各国のブースが設けら

アピールされました。

IFAは 、周囲の期待に応えるべく 1年以上も
イベントを成功に導きました。その功績は、高

会員、随所でお手伝い頂いた市民の皆様、本当

:使の、日英二か国語の挨拶。その流暢な日本語

:本を見る思いでした。

|みたいものです。 (広報部会 中町 文代)

場itle:ⅧHよ盟
ettFp:kl:租e」

l:Ъl::轟Tai鮮:,
.  42 members of the delegation and the high
1200 people from Kamagava were present at the

。 1:I:dblllhthia〕:l:ir il:I :II::Ⅲllle :icili:::
was the chorus and performances by pupils from
l「nakatane.  Syoufukuodori, singing and so on.
|, rlce making, soba making and kimono dresslng,
}lk crafts and foodso  A presentatioll of KIFA was

lsful,  KIFA had had a continuous series of
l one vear trying to do well beyond our expection.
and the asslstance by people from Kamagava should

)assador, Martin Wevers, gave a great impression
lllple to us concerning lnternational Friendship.
【 harder to learn foreign languages.

lヽaori performance
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サヨナラ鎌ケ谷

9年近くもの間我が人生を授けたこの

地に別れを告げるのは辛いものがある。

普通外国人は日本に 2～ 3年住んで帰国

してしまうが、それよりも長く滞在を勧 な
め、仕事をさせてくれた鎌ケ谷市に感謝しているc他の

国々にも数年間住んだことがあるが、そこで費やした年

月、そこでの体験と、日本の鎌ケ谷市での数限りない全

く新しい体験とは比べるべくも無い。

通常授業の一環として、何百人もの市内の小学生達に、

毎週英語と
｀
外人
″
(私のことです)を紹介する機会を持

てたことは、私にとって最も手応えがあり、や り甲斐の

あることの一つでした。これらの子供達と知 り合い、そ

して子供達が既に抱いていた、アメリカや外国人一般に

ついての疑問や印象を聞くことはとても楽しい事であっ

た。多くの生徒達が、外国の人々・言語 。文化に対して、

はっきりとした考えが持てる様手助け出来たと信じてい

る。

鎌ケ谷市とニュージーランド、ワカタネとの姉妹都市

提携プロジェクトに調印締結までの間係われたことは、

K円 ]日

最も忘れられない仕事上での経験の一つとなった。この

調印により、 5年に亙る様々なレベルでのや り取 りや意

見交換が終了した。鎌ケ谷市が今後ともワカタネと素晴

らしい関係を築かれんことを′いから願っている。

仕事以外でも日常生活でいろいろなことがあった。良

い事も悪い事も。教え子達と遠足に行つたり、嵐でアパ

ー トの下の空き部屋に飛ばされてしまった布団を地元消

防署のハシゴ車に取ってもらったり、近くの料理店で
｀
外

人お断り
″
と言われたり…私はこれら生活上の教訓全て

に感謝している。なぜなら、これ ら全てが日本をより理

解する上で役立ったからである。

私が日本の人々から沢山のことを学んだと同様に、私

もまた日本人に影響を与えることが出来たと思っている。

(いい意味での影響だと良いのだが /)少なくとも、多
くの日本人が外国人に対して持つている型にはまったイ

メージについて考え直す様チャレンジして来たつもりで

ある。鎌ケ谷での生活の御陰で、私の中の日本について

の固定観念はすっかり無くなった。

思いのほか長い問鎌ケ谷に住んで、 日本と日本人の生
活についてバランスのとれた見方が、又出来る様になっ

たと思う。ゆっくりとではあるが、 日本と欧米社会双方
を理解 し、識別し、新し

い生活様式や物の見方を

取 り入れる様にさえなっ

た。又、 日本にはとても
優れた点がある一方で、

私の国や世界中の国々を

悩ませている、差別や少

数派への抑圧・歴史上の

ごまかし等の諸問題に対

して免疫が無い、という

ことも分かって来た。こ

れら遍在する諸問題はさ

ておき、この素晴らしい

国がそれぞれの段階で成

し遂げてきた驚くべき偉

業に対し、畏敬の念を抱

きつつ、私はこの国を後

にする。

最後に、惜しみなく、

心から親切にもてなして

くれた鎌ケ谷市民の皆さ

んに特に御礼を言いたい

と思 う。皆さん御元気で、

そして御幸せに。さよう

なら、御機嫌よう。

スティーブン バーク
1998年 1月

Farewell Kamagaya
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さとこ

タイの奥地に里子をたずねて

この度私たち親子はタイの東北、いちばん貧しいとい

われているイサーン地方へ里子に会いに出かけた。この

旅は娘のタイ語の先生荘司和子さんと近畿ツーリス トと

で 「本物のタイに出会う旅」として企画されたものであ

る。そしてこの旅に私たちを含め23人が参加 した。それ

はイサーン地方の遺跡の見学もかねていたからです。

象の町サリンから地図を頼りに40km、 雨期前のかわい

た田んぼの中をひたすらバスは走つた。国道から離れ、

大文夫かと思われる細い道を砂ばこりをたて、私たち25

人を乗せた大型バスは進んでいった。「ココデス、間違イ

ナイデス」という現地のガイ ドの声に皆手をたたいた。

この村でこんなきれいな大型バスを見ることは一生のう

ち何度もないのであろう、村人のけげんな顔。バスー台

やっと通れる道での右折はままならない。校門で四苦八

苦していると、バスの音を聞き付けて中から40歳 ちよっ

とと思われる赤シャツの男性がニコニコしながら現れた。

校長先生だ。言葉のわからない私でもその表情でどんな

に私たちを歓迎してくれているか理解できた。 3時少し

前、最も暑い時間であったが、木造の教室は涼しく気持

ちいい。私が見学させてもらった教室は 4年生で、国語

の授業中でした。担任はスラッとしたチャーミングな女

性で、お坊さんの衣に似た色のスーツが良く似合ってい

た。

彼女は突然
｀Can you speak EnglishP″ と聞いた、 A`

little.″ と私。二言三言のや りとりに生徒は目を丸くして

いた。そして先生は生徒に私を紹介した。かわいい生徒

の大合唱 YOSHIKOI YOSHIKO!。 次に私「コンニチ

ハ」そして 「サヨウナラ」を日本語の先生になり教授。

アッと言う間の出来事。もつともっとここに居たいけど、

「サヨナラJ。 なんて言つたつて、私の今回の第一の目的

は、私の里子ちゃんに会うことなんだから.

中学校は校庭をはさんで小学校と反対倶1に あり、中学

校は白い三階建のコンクリー ト造 りであつた。三階に図

書室、コンピューター室、校長室、お祈りの部屋などが

あり、一階が教室だ。生徒は全員で262名 。中学生が76名 、

幼稚園が―クラス、残 りは小学生。先生は全員で11人。

意外に大きいのでビックリ。この見渡すかぎりの田んぼ

の中のどこに、そんなに人がいるのだろうか。昨年、チェ

ンマイの奥にある山岳民族の学校を訪れたが、それに比

べるとすべて充実して居る感 じ。ただ、図書室があって

も本はほとんどない。コンピューター室も未完成、指導

者もいない。政府の補助が一度にこないからだそうです。

誰かが呼んできてくれたようだ。一日で中学生とわか

る黄色のジャージのガッシリとした子が二人現われた。

この子かな。でもちよっと違 うみたい。私はダルニー証

明書の写真を指差し、その子に見せた。その子がうなづ

いた。そして私は、ニックネームを呼んでみた。
「コーン

?」 私の発音が悪いのか、はずかしそうに下を向いた。

証明書のネームのところを指差して見せた。うなづいた。

間違いない。私は思わず手をとった。興奮して、 日本語

でベラベラしゃべつたからでしょうか、また下を向いた .

間違いない、この子が私の里子ちやんコーンだ。大人し

い子だ。私の娘は多少タイ語が出来るので、私の里子ち

ゃんとさかんにおしゃべりしている。アー、タイ語少し

ぐらいやっておくんだつた。

いつの間にか私たち 4人は同行

の皆に囲まれていた。フラッシュ

の嵐だ。だんだん緊張がほぐれて

きた。アタマの後の方がまだボー

ッとしている。ついにやつた。バ

ンコクから490km1011寺間のバスの旅、

皆の応援をうけて二日目でやつと

夢が実現した。この後、私たちは

校内を案内してもらい、帰りの集会で全校生徒に紹介さ

れた。娘はつたないタイ語であいさつし、全校生徒の拍

手をうけた。そして私たちの里子二人が全校生徒の前で

私たちに心からのあいさつ 「コップンカー」をした。こ

れくらい私にもわかるのだ。

引き続いての折紙による交流では、 5年生を中心に行

われたが、皆熱中し、先生と久しぶりに折紙にふれた私

たちが夢中になってしまった。子供たちは目をかがやか

せて見ている。この目のかがやきを私たちは忘れない。

この純真な子供たち、心豊かな先生方に育てられていい

子に成長 していくことでしよう。私たちのバスをいつま

でも手をふつて別れを惜しんでくれた皆の姿が脳裏にや

きついて離れない。皆さん、いい旅を本当にありがとう。

1＼

丸山在住 大関 嘉子

,プ嘔マ L__
.ュ 饉鮭  ‐

国際交流に関する

あなたの体験、ご意見を

お寄せください。

投稿規定 :25文字×30行以内。題名、住所、年令 (学年)を明記の上、

鎌ケ谷市国際交流協会事務局 (市役所 3階企画課)ま で c

記載されたものには、謝礼をお送 り致します e



Misce‖ aneous lnforrnation

研修部会
フレンドリー中国語教室

8月 26日 ～11月 4日 (計 10回 )

初の老人クラブ連合との共催で60才以上の男女を対象

に中国語会話教室を開いた。優しく丁寧に指導する馬講

師との会話を楽しむ受講生とが良い雰囲気を醸し出して

いました。

「外国語で話す会」通訳ボランティア研修会

12月 14日 (日 )

外国人の日本に対する考えを聞きたいと「日本のここ

が好きここがいや」というテーマについて英語 。中国語

・スペイン語を母国語とする外国人をパネラーに懇談会

形式で話し合った。参加は、一般参加者を含め40数名。

殆どの外国人は、 日本の生活を好ましいと思っている
様だが外国人女性にとつては、 日本人男性の接し方は、
何か物足りなくそっけ無く感じられる様だ。

パネラーは、母国語で話し、通訳ボランティアが大活

躍できた良い研修となった。
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日本ボランティア研修会

松本 明子講師  1月 18日 (日 )
助詞 「で」「と」「たら」についての勉強。沢山提示さ

れた例文の分別作業を通して、指導時に適切な例文を示

す大切さと例文作成時の心構えを学びました。他市から

も10名程の参加が有 り熱気溢れる研修会でした。

辺見 庸 講演会
「わたしの歩いた世界 と日本」 2月 7日 (土 )

'91「 自動起床装置」で芥川賞受賞。ルポルタージュ「も

の食 うひとびと」力式ベス トセラーになった作家、辺見庸

氏の講演会に、県内各地から、三橋記念館ホールー杯の

参加者が集まった。

内戦や飢餓に苦しむアフリカや汚染されたチェルノブ

イ リの話。韓国で元従軍慰安婦と日本語での会話。何故

正確な日本語で話し合えるかを考えてはしいと言 う。

「見えない像を見なくてはいけない。聞こえない音を

聞きたい。」が氏の姿勢である。

講演後参加者から次々に出さ

れる質問に真摯に丁寧に答え

る姿に、氏の広いスタンスを

感じた。

交流部会
雪の日に楽しんだ料理教室

去る2月 15日 (日 )、 交流部会主催の恒例

の料理教室が南部公民館で開催され、応募した市民と交

流部会員約35名 が雪の降る中を参加しました。当日の料

理の講師は ドイツのアネッタさん、バングラディシュの

ジャッキーさん、 日本料理は篠原さんのお二人で、熱心
な指導の下、それぞれのお国自慢の料理を約 2時間かけ

て作 りました。普段、賞味できない各国の家庭料理を味

わいながら懇親パーティ

ーに移 り、講師の料理の

説明の後、バングラディ

シュの民族楽器による歌

や、吉川さんのテナーの

歌も楽しみました。

(石関博康 )
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派遣部会
中国みたまま 2月 1日 (日 )
中国上海市 南開大学教授 足立吉弘

今回の講演会は、当初部員対象と考えてお りましたが

せっかくの講演会ですので、中国に関心をお持ちの方々

に声をおかけしましたところ、予想を上回るご参加を得

ることができ喜んでいます。

前半は先生のお話を伺い、お茶の時間を挟み後半は参

加者の質問に答えるという形で進められました。

内容は、生きた現代史を学んでいるようでした。たと

えば、中国の方が大勢集まっているところでは、日本人

男性は、口を開け大声で笑つてはいけないなど、相手の

立場に立た

なければ理

解できない

ことばかり

でした。

(佐藤キク)

編 集 後 記

KIFA Plazaの 編集に関わって 6年。 とても
良い体験と、素晴らしい方々との出会いに感謝しつつ、

あわただしく過ごした日々を思い返しています。部会長

を 2期務めさせて頂き、そろそろ別の生き方をしてみよ

うかなと思い始めて半年。これからは、一会員として、

ゆつたりとした気分で、新しいKIFA Plazaを
楽しませて頂くつもりです。ありがとうございました。

KIFAの 増々の発展を祈 りつつ… … (岡野喜久江 )


